
為替週間展望＝ドル円は２００日移動平均線の攻防か

　　　　　　　　　　［７月１７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 10 日～ 7 月 14 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  142.25   143.01(10)    137.25(14)    137.93   -4.28

ユーロ・ドル  1.0967   1.1243(14)    1.0944(10)    1.1218   +0.0251

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    32,391.26       +2.84     日本10年債利回り   0.479   +0.051

ダウ平均株価    34,395.14     +660.26     米10年債利回り     3.763   -0.298

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１７日　英７月ライトムーブ住宅価格

　　　　中国第２四半期ＧＤＰ、中国６月鉱工業生産指数、中国６月小売売上高

　　　　カナダ５月卸売売上高

　　　　米７月ＮＹ連銀製造業景気指数

１８日　カナダ６月消費者物価指数、カナダ６月鉱工業製品価格

　　　　米６月小売売上高

　　　　米６月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米５月対米証券投資

１９日　ＮＺ第２四半期消費者物価

　　　　英６月消費者物価指数、英６月生産者物価指数、英６月小売物価指数

　　　　ユーロ圏６月消費者物価指数

　　　　米６月住宅着工・許可件数

２０日　日本６月貿易収支

　　　　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート、１年、５年）

　　　　豪６月雇用統計

　　　　独６月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏５月経常収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米７月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米６月中古住宅販売件数、米６月景気先行指数

２１日　日本６月消費者物価指数

　　　　英６月小売売上高

　　　　カナダ５月小売売上高

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】１２日の米６月消費者物価指数の伸びが鈍化するようだと、ドルの

上値を押さえそうだ。一方で、１０日の週はＦＲＢ当局者による講演が数多く予定され

ており、タカ派的な発言が多く出てくる可能性があり、ドルの下支え要因となろう。こ

うした中、経済指標や株価や要因発言に一喜一憂しながら、ドル円はもみ合いながら方

向性を探る展開になるとした。

　　　　

【ドル円は修正安が継続】

　ドル円は１４３～１４４円近辺でのもみ合いから、６日以降は値を崩しており、１２

日には１４０円を割り込んで１３８円台前半まで下落、その後も一段と下落して、１４

日には１３８円をしっかりと割り込んできた。背景にはドル売りの側面と、円買いの側

面の両方があるとみられる。

　　

　市場の一部では今月２７～２８日の日銀金融政策決定会合でイールドカーブコントロ

ール（ＹＣＣ）の修正に動くとの観測が浮上している。長期金利の許容変動幅の拡大や
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撤廃に動くとの見方が広がっており、これが円買いの動きにつながっている。岸田首相

により６月の衆議院解散、７月総選挙が見送られたことで、今月の会合での政策変更が

しやすくなったとの見方も出ている。

　　

　なお、円買いの進行に関しては、これまでにドル円やクロス円で円安が進んでいたた

め、それに対する修正の動きが進んでいる可能性もある。

　　

　７日発表の６月の米雇用統計では平均時給は予想を上回ったものの、非農業部門雇用

者数が市場予想を下回ったことなどがドル売りにつながった。１０日にはＮＹ連銀の調

査で１年後の期待インフレ率の中央値が３．８３％となり、前月調査の４．０７％から

低下して、２０２１年４月以来の低水準となったことがドルの重石となった。

　　

　１２日発表の６月の米消費者物価指数では、前年比＋３．０％と予想の＋３．１％や

前回の＋４．０％を下回った。コア前年比は＋４．８％となり、予想の＋５．０％や前

回の＋５．３％を下回った。米消費者物価指数の下振れで米長期金利が低下するととも

にドルが売られて、ドル円は１３８円近辺まで下落した。さらに３１日の６月の米生産

者物価指数も予想を下回り、米長期金利が低下して、ドル売りに傾いた。１４日にはド

ル円は１３８円をしっかりと割り込んでいる。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、７月のＦＯＭＣでの政策金利の据え置き確率が８％前

後、０．２５％の利上げ確率は９２％前後となっている。市場では７月のＦＯＭＣでの

利上げが確実視されている。ただ、米消費者物価指数の鈍化などを背景に年内の利上げ

は７月で打ち止めとみる向きも多い。

　　

　７月１７日の週は米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）、米雇用統計、米消費者物価指

数ほどインパクトのあるイベントや経済指標はない。経済指標は数多く発表されるた

め、それらの動きを眺めながら一進一退の動きが続くとみられる。ドル円は２００日移

動平均線（１３７．０８近辺）付近での攻防となりそうだ。ここで下げ止まらないよう

なら、一段安を試す可能性が高まりそうだ。一方で、ここで踏みとどまれれば下げ渋り

に転じることとなろう。ドル円の目先の予想レンジは、１３５．００～１４２．５０

円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１７日に米７月ＮＹ連銀製造業景気指

数、１８日に米６月小売売上高、米６月鉱工業生産・設備稼働率、米５月対米証券投

資、１９日に米６月住宅着工・許可件数、２０日に日本６月貿易収支、米新規失業保険

申請件数、米７月フィラデルフィア連銀景況指数、米６月中古住宅販売件数、米６月景

気先行指数、２１日に日本６月消費者物価指数などがある。

　　

【ユーロドルもポンドドルも堅調推移】

　米経済指標の動きなどから米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げ継続観測が

後退しており、ドルが売られており、ユーロドルは堅調な推移を見せている。１２日に

は１．１２００ドル台まで上値を伸ばしている。急速な上昇の反動安が警戒されるもの

の、さらに上値を追う可能性が高いとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．１０００～１．１４００ドル。

　　

　ドルの上値の重さに加えて、ポンドの堅調さからポンドドルは上昇基調で推移してお

り、１３日に１．３１００ドル台まで上昇してきた。英国ではインフレ率が高止まりし

ている影響で、英中銀（ＢＯＥ）が年内に複数回の利上げに動くとの見方が根強い。英

経済指標も一部では鈍化傾向を見せているものの、景気の大きな冷え込みを感じさせる

ようなものはない。

　　

　こうした中、ポンドドルは一段と上値を追う展開が見込まれる。なお、ボリンジャー

バンド＋３Σ近辺まで上昇しており、テクニカル面での短期的な過熱感が警戒されるこ

とで、上値を抑えられる可能性も出てきそうだ。ポンドドルの目先の予想レンジは、

１．２９００～１．３３００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１７日に中国第２四半期ＧＤＰ、中国６月

鉱工業生産指数、中国６月小売売上高、カナダ５月卸売売上高、１８日にカナダ６月消

費者物価指数、カナダ６月鉱工業製品価格、１９日にＮＺ第２四半期消費者物価、英６



月消費者物価指数、英６月生産者物価指数、ユーロ圏６月消費者物価指数、２０日に中

国最優遇貸出金利（ローンプライムレート、１年、５年）、豪６月雇用統計、独６月生

産者物価指数、ユーロ圏５月経常収支、２１日に英６月小売売上高、カナダ５月小売売

上高などがある。
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